
よ
う
強
く
求
め
た
。

通
勤
手
当
改
善

　

通
勤
手
当
は
、
長
距
離
通
勤

す
る
職
員
の
通
勤
方
法
を
柔
軟

に
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
、
離

職
の
防
止
に
も
資
す
る
た
め
、

交
通
用
具
利
用
に
係
る
距
離
区

分
の
増
設
と
、
既
存
の
手
当
額

単
価
の
引
上
げ
を
行
う
方
向
と

す
る
。

　

駐
車
場
料
金
の
支
給
に
つ
い

て
も
措
置
す
る
方
向
と
す
る
。

　

交
渉
団
か
ら
は
、
国
で
は
既

存
の
手
当
額
単
価
（
現
行
距
離

区
分
）
の
引
上
げ
は
２
０
２
５

年
４
月
に
遡
及
し
て
改
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
県
と
し
て

も
同
様
に
対
応
す
る
よ
う
強
く

求
め
た
。

長
時
間
労
働
是
正

　

重
要
課
題
と
し
て
、
毎
年
課

題
認
識
を
も
っ
て
各
任
命
権
者

に
指
導
・
要
請
を
行
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
、
労
働
基
準
監

督
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
。

失
職
特
例
の
導
入

　

過
失
運
転
致
死
傷
罪
が
成
立

す
る
よ
う
な
交
通
事
故
の
場

　

厳
し
い
残
暑
も

ひ
と
段
落
し
、
秋

ら
し
さ
を
感
じ
る

気
温
に
な
っ
て
き

た
。
秋
の
味
覚
の

代
表
格
で
あ
る
秋

刀
魚
も
豊
漁
と
の

報
道
も
さ
れ
て
い

る
の
で
、
皆
さ
ま

に
は
食
欲
の
秋
を
満
喫
し
て
ほ

し
い
▼
秋
と
言
え
ば
松
茸
や
椎

茸
、
舞
茸
等
の
茸
類
を
想
像
し

た
方
も
い
る
と
思
う
が
、
皆
さ

ま
は
舞
茸
の
効
果
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
▼
舞
茸
は
栄
養
価
に
優

れ
、
茸
類
に
含
ま
れ
る
β
グ
ル

カ
ン
の
効
力
が
群
を
抜
い
て
強

い
と
言
わ
れ
て
い
る
▼
β
グ
ル

カ
ン
は
、
免
疫
機
能
を
回
復
さ

せ
、
ガ
ン
細
胞
の
増
殖
を
抑
制

す
る
ほ
か
、
血
圧
・
血
糖
値
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
と

い
っ
た
効
果
が
あ
る
。
腸
を
刺

激
し
て
腸
内
を
き
れ
い
に
す
る

効
果
も
あ
る
の
で
、
便
秘
解
消

や
大
腸
ガ
ン
の
予
防
に
も
役
立

つ
と
言
わ
れ
て
い
る
▼
舞
茸
の

調
理
方
法
と
言
え
ば
天
ぷ
ら
が

思
い
つ
く
が
、
油
の
処
理
が
い

さ
さ
か
面
倒
で
は
あ
る
▼
そ
こ

で
筆
者
は
カ
レ
ー
の
具
に
す
る

こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
カ
レ
ー

に
は
玉
ね
ぎ
を
入
れ
る
人
が
多

い
と
思
う
が
、
玉
ね
ぎ
に
含
ま

れ
て
い
る
ケ
ル
セ
チ
ン
や
硫
化

ア
リ
ル
に
は
血
糖
値
に
良
い
影

響
を
与
え
る
働
き
が
あ
る
の
で
、

舞
茸
の
効
果
が
気
に
な
っ
た
方

は
勿
論
の
こ
と
、
血
糖
値
が
気

に
な
る
方
は
カ
レ
ー
と
舞
茸
の

組
合
せ
を
是
非
試
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

▲渡辺人事委員長（左下）交渉に臨む地公共闘交渉団
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９
月
20
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
、
平
和
友
好
祭
岩
手
県
祭
典

を
遠
野
市
柏
木
平
レ
イ
ク
リ
ゾ

ー
ト
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
自
治
労
・
教
職
員
組

合
・
労
金
労
組
・
全
水
道
・
私

鉄
労
組
と
多
く
の
職
種
の
仲
間

が
結
集
し
、
20
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
「
六
ヶ
所
村
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー
」
を
視
聴
し
ま
し

た
。
こ
の
映
画
は
、
２
０
０
４

年
に
青
森
県
六
ヶ
所
村
に
、
原

発
の
再
処
理
工
場
が
作
ら
れ
、

地
域
の
人
達
の
賛
成
や
反
対
の

意
見
を
率
直
に
映
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
映
画
で
す
。

「
子
ど
も
達
の
た
め
に
反
対
し

て
い
く
」
「
経
済
的
に
し
ょ
う

が
な
い
」
「
中
立
は
賛
成
と
一

緒
」
「
ど
う
せ
自
分
が
言
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
ど
こ
か
他
人
事
だ

っ
た
が
、
見
方
が
変
わ
っ
た
」

「
ど
う
せ
自
分
が
言
っ
て
も
変

わ
ら
な
い
は
共
感
し
た
。
仕
事

で
も
雰
囲
気
に
飲
ま
れ
て
し
ま

う
」
等
率
直
な
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
の
旅

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
「
教

科
書
で
し
か
見
た
こ
と
し
か
な

か
っ
た
が
、
現
地
で
学
ぶ
大
切

さ
が
分
か
っ
た
。
自
分
が
学
ん

だ
こ
と
を
青
年
に
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
含
め
た
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、
４
グ
ル
ー
プ

【
主
な
回
答
】

勧
告
日

　

10
月
17
日
を
想
定
。

月
例
給
・
一
時
金

　

比
較
企
業
規
模
に
つ
い
て
、

人
材
獲
得
競
争
が
激
化
す
る

　

９
月
21
日
告
示
・
９
月
28
日

投
開
票
の
一
関
市
議
会
議
員
選

挙
（
定
数
26
人
、
立
候
補
者
27

人
）
で
、
県
職
労
推
薦
候
補
の

「
千
葉
の
ぶ
よ
し
」（
66
歳
・
現

職
３
期
・
無
所
属
）さ
ん
は
、１
，

４
１
２
．０
７
３
票
を
獲
得
し
、

見
事
に
４
期
め
の
当
選（
20
位
）

を
果
た
し
た
。

　

千
葉
の
ぶ
よ
し
さ
ん
に
は
、

「
元
気
な
街
づ
く
り
」
の
実
現

を
め
ざ
し
、
一
つ
で
も
多
く
の

課
題
解
決
に
向
け
て
取
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

中
、
処
遇
面
で
の
対
応
が
必
要

と
判
断
し
、
従
来
の
50
人
以
上

か
ら
１
０
０
人
以
上
に
見
直
す

方
向
と
す
る
。

　

月
例
給
は
職
員
給
与
が
36
万

１
千
円
余
、
民
間
が
37
万
２
千

円
余
。
一
時
金
は
民
間
が
職
員

給
与
を
上
回
り
、
国
と
同
程
度

の
較
差
（
＋
０
・
05
月
）
が
生

じ
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
月
例
給
は
給

料
表
の
引
上
げ
改
定
、
一
時
金

に
つ
い
て
も
引
上
げ
改
定
の
方

向
。
今
後
の
委
員
会
に
お
い
て

最
終
的
な
内
容
を
決
定
す
る
。

交
渉
団
か
ら
は
、
再
任
用
職
員

の
賃
金
水
準
に
つ
い
て
、
定
年

引
上
げ
の
完
成
を
待
た
ず
に
今

発
生
し
て
い
る
格
差
を
見
直
す▲大型ハガキ署名を手渡す佐藤地公共闘議長（左）

合
、
拘
禁
刑
と
な
る
か
罰
金
刑

と
な
る
か
は
、
示
談
成
立
の
見

込
の
他
、
過
失
の
程
度
、
悪
質

性
等
が
重
要
な
事
実
。
一
律
失

職
が
厳
し
す
ぎ
、
県
に
と
っ
て

損
失
に
な
る
と
い
う
見
方
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
導

入
済
自
治
体
の
状
況
や
過
去
の

事
例
等
、
調
査
研
究
を
進
め
る
。

【
確
定
闘
争
に
向
け
て
】

　

全
世
代
で
の
月
例
給
・
一
時

金
の
引
上
げ
勧
告
、
通
勤
手
当

で
交
通
用
具
利
用
に
係
る
手
当

改
善
及
び
駐
車
場
料
金
の
支
給

に
つ
い
て
回
答
を
引
き
出
し
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
と
い
え

る
。
一
方
で
、
住
居
手
当
の
改

善
や
失
職
特
例
の
導
入
に
つ
い

て
は
調
査
研
究
に
と
ど
ま
る
な

ど
、
今
後
も
継
続
す
る
課
題
は

多
い
。

　

17
日
の
県
人
事
委
員
会
勧
告

を
受
け
て
、
取
り
組
み
は
確
定

闘
争
に
移
行
す
る
。
課
題
解
決

に
向
け
県
職
労
に
結
集
し
、
全

力
で
取
り
組
み
を
進
め
よ
う
。

▲4期めの当選を果たした千葉のぶよしさん

に
分
か
れ
、
自
分
の
職
場
で
の

働
き
方
や
賃
金
に
つ
い
て
討
論

を
し
ま
し
た
。
教
員
の
仲
間

は
、
子
ど
も
達
の
た
め
と
い
う

や
り
が
い
搾
取
で
無
理
な
働
か

せ
方
を
さ
れ
て
い
る
現
状
や
、

割
引
商
品
を
買
う
な
ど
我
慢
し
て

い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
多
く
の
青
年
は
、

目
の
前
の
業
務
に
忙
殺
さ
れ
、

平
和
に
つ
い
て
な
か
な
か
考
え

る
時
間
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
集
会
で
学
ん
だ
こ
と
を

多
く
の
仲
間
に
広
め
、
「
無
関

心
」
な
仲
間
を
減
ら
せ
る
よ

う
、
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

一
関
市
議
会
議
員
選
挙

県
職
労
推
薦
候
補
の
結
果

▲第36回ヒロシマの旅に参加した仲間からの報告

　

10 
月
７
日
、
岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
（
議
長
：
佐
藤
工
岩
教
組
委
員
長
）
は
、

２
０
２
５
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
向
け
た
最
終
局
面
と
な
る
渡
辺
正
和
人
事
委
員
長
と
の
交

渉
を
行
い
、
大
型
ハ
ガ
キ
署
名
（
１
５
８
０
枚
・
１
１
１
１
６
筆
）
に
記
さ
れ
た
組
合
員
の

声
と
と
も
に
、
前
進
回
答
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
、
プ
ラ
ス
較

差
に
よ
る
４
年
連
続
の
引
上
げ
勧
告
と
な
る
見
通
し
が
示
さ
れ
た
。
人
事
委
員
会
勧
告
は
10 

月
17 
日
に
行
わ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
勧
告
・
報
告
を
受
け
て
取
り
組
み
は
確
定
闘
争
に
移

行
す
る
。

地
公
共
闘
　
人
事
委
員
長
交
渉

月
例
給
・
一
時
金
と
も
に
プ
ラ
ス
改
定
へ

反帝連帯・平和・友情
第 67 回平和友好祭岩手県祭典開催



　

９
月
27
日
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

い
わ
て
に
お
い
て
、
自
治
労
岩

手
県
本
部
第
61
回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
、
自
治
労
組
織
内
岸

ま
き
こ
、
横
沢
た
か
の
り
参
議

院
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
関

係
団
体
代
表
者
が
大
会
に
駆
け

付
け
、
県
職
労
か
ら
は
代
議
員

15
人
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
で
小
田
嶋
副
執
行
委
員

長
は
、
７
月
の
参
院
選
総
括
に

触
れ
「
選
挙
区
で
横
沢
た
か
の

り
さ
ん
、
全
国
比
例
代
表
で
組

織
内
の
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
再
選

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

改
め
て
、
単
組
の
取
り
組
み
に

感
謝
し
た
い
。
し
か
し
一
方
で

選
挙
闘
争
は
厳
し
い
結
果
で
あ

っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
」
と

総
括
。
そ
の
う
え
で
、
闘
争
期

に
向
け
「
各
単
組
の
運
動
な
し

に
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
理
解

は
深
ま
ら
な
い
。
主
体
的
に
要

求
・
交
渉
・
妥
結
こ
そ
重
要
。

現
業
公
企
統
一
闘
争
、
確
定
闘

争
に
取
り
組
む
中
で
、
全
組
合

員
が
要
求
書
を
理
解
し
単
組
に

結
集
す
る
こ
と
で
お
互
い
の
悩

み
、不
安
、不
満
を
解
決
で
き
る
。

こ
れ
ら
労
働
運
動
の
基
本
を
確

認
し
あ
い
な
が
ら
、
労
働
組
合

の
意
味
を
共
有
し
結
集
に
つ
な

げ
て
い
こ
う
」
挨
拶
。

　

そ
の
後
、
県
本
部
佐
藤
書
記

長
に
よ
る
議
案
提
起
に
対
し
、

県
職
労
代
議
員
か
ら
、
失
職
条

例
、
モ
ラ
ハ
ラ
対
策
、
確
定
闘

争
に
向
け
た
取
組
、
組
合
加
入

促
進
の
取
組
な
ど
議
案
に
対
す

る
補
強
発
言
に
よ
り
、
全
て
の

議
案
は
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
役

員
選
挙
が
行
わ
れ
、
県
職
労
か

ら
小
田
嶋
智
昭
副
執
行
委
員
長
、

飯
坂
覚
・
武
田
渓
介
・
須
藤
開

執
行
委
員
、
口
岩
喜
幸
監
査
委

員
の
５
人
が
選
任
さ
れ
た
。

【
各
分
会
の
主
な
声
】

①
人
員
配
置
上
の
課
題

○
業
務
量
が
多
す
ぎ
て
現
在
の

人
員
体
制
で
は
業
務
が
回
ら
な

い
た
め
、
業
務
量
に
見
合
っ
た

人
員
配
置
を
要
望
す
る
。

○
運
転
技
士
不
足
公
所
の
運
転

技
士
早
期
補
充
を
要
望
す
る
。

○
技
術
職
の
人
員
不
足
が
顕
著

で
あ
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る

人
員
確
保
対
策
を
要
望
す
る
。

○
業
務
特
性
に
鑑
み
育
休
代
替

は
正
規
職
員
配
置
を
要
望
す
る
。

○
社
会
人
経
験
者
枠
に
つ
い
て
、

広
く
人
材
を
確
保
す
る
観
点
か

ら
も
要
件
見
直
し
を
要
望
す
る
。

②
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
巡
る
課
題

○
年
齢
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
悪

い
た
め
、
年
齢
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
配
置
及
び
相
談
し
や
す

い
環
境
の
構
築
を
要
望
す
る
。

○
用
地
の
業
務
特
性
及
び
困
難

性
に
鑑
み
、
専
門
性
向
上
の
た

め
の
環
境
構
築
を
要
望
す
る
。

③
勤
務
労
働
条
件
改
善
の
課
題

○
公
用
車
出
張
の
際
で
移
動
が

時
間
外
に
な
る
場
合
、
運
転
手

の
ほ
か
同
乗
者
も
超
過
勤
務
の

対
象
と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

○
用
地
交
渉
手
当
が
安
す
ぎ
る

た
め
、
増
額
を
要
望
す
る
。

○
休
日
対
応
等
の
実
態
に
即
し

た
、
緊
急
携
帯
所
持
者
に
対
す

る
手
当
創
設
を
要
望
す
る
。

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
業
務

内
容
に
応
じ
た
手
当
の
創
設
や

既
存
手
当
の
増
額
を
要
望
す
る
。

④
執
務
環
境
上
の
課
題

○
電
子
申
請
導
入
で
負
担
が
増

大
し
て
い
る
た
め
、
研
修
充
実

等
の
負
担
軽
減
策
を
要
望
す
る
。

○
負
担
軽
減
の
た
め
、
国
と
同

様
に
委
託
可
能
な
業
務
に
つ
い

て
の
外
部
委
託
を
要
望
す
る
。

⑤
業
務
に
必
要
な
設
備
等
の
課
題

○
出
張
の
際
の
快
適
性
確
保
の

た
め
、
後
部
座
席
も
快
適
で
か

つ
複
数
人
乗
車
が
可
能
な
公
用

車
の
配
備
を
要
望
す
る
。

○
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
用
す
る

全
職
員
の
一
人
一
台
端
末
に
つ

い
て
、
性
能
向
上
を
要
望
す
る
。

○
地
権
者
と
個
人
的
に
連
絡
を

取
る
こ
と
が
多
い
担
当
者
へ
の
、

公
用
携
帯
配
備
を
要
望
す
る
。

○
業
務
内
容
に
鑑
み
、
被
服
貸

与
規
定
見
直
し
及
び
管
理
職
員

へ
の
被
服
貸
与
を
要
望
す
る
。

○
除
雪
車
両
の
更
新
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
予
算
確
保
を
要
望
す
る
。

⑥
組
織
体
制
の
課
題

○
職
員
採
用
試
験
受
験
者
増
の

た
め
、
労
働
環
境
や
住
環
境
の

改
善
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ ▲及川県本部委員長による団結ガンバローで大会を終えた

　

10
月
２
日
、
宮
古
支
部
青
年

婦
人
部
で
は
宮
古
市
総
合
体
育

館
を
会
場
に
、
第
１
回
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
チ
ー
ム
総
当
り
戦
で
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
汗
を
流
し
、

途
中
チ
ー
ム
編
成
を
行
う
な
ど

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
採
用
職
員
か
ら

は
『
普
段
関
わ
る
こ
と
な
い
職

場
の
違
う
人
達
と
も
交
流
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
体
を
動
か
す

こ
と
で
楽
し
み
な
が
ら
発
散
す

る
こ
と
も
出
来
た
。
ま
た
参
加

し
た
い
』
と
の
感
想
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の
後
は
、

参
加
者
全
員
に
よ
る
懇
親
会
を

開
催
。
改
め
て
自
己
紹
介
を
行

う
な
ど
終
始
盛
り
上
が
り
を
み

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
交
流
会
終

了
後
に
は
組
合
加
入
と
い
う
形

で
新
し
く
仲
間
を
増
や
す
こ
と

も
出
来
ま
し
た
。
第
２
回
は
11

月
に
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
集
ま
る
機
会
を
持
ち
な

が
ら
、
人
と
人
の
繋
が
り
を
広

め
、『
仲
間
づ
く
り
』
に
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

県
職
労
盛
岡
支
部
は
９
月
12

日
２
０
２
５
年
度
の
支
部
役
員

選
挙
結
果
を
公
示
し
た
。
立
候

補
者
全
員
が
信
任
さ
れ
新
体
制

を
確
立
し
た
。

役
職
・
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

【
盛
岡
支
部
】

支
部
長

佐
藤　

嘉
彦
（
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

副
支
部
長

佐
々
木
彬
洋
（
農
村
整
備
室
）

遠
藤　

俊
明
（
産
業
技
術
短
期
大
学
校
）

書
記
長

菊
池　
　

静
（
経
営
企
画
部
）

書
記
次
長

髙
谷　

琢
人
（
県
税
部
）

執
行
委
員

小
野　

演
彦
（
審
査
指
導
監
）

葛
巻
美
知
子
（
農
政
部
）

佐
藤　
　

大
（
林
務
部
）

杣
澤　

賢
一
（
土
木
部
）

大
石　

明
法
（
保
健
福
祉
環
境
部
）

宮
手　

公
輔
（
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）

荒
屋　

康
之
（
畜
産
研
究
所)

佐
藤　

佳
之
（
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
）

会
計
監
事

平　

吉
美
智
（
県
税
部
）

髙
見　

重
章
（
土
木
部
）

　

県
職
労
は
10
月
１
日
付
で
本

部
に
佐
々
木
英
子
書
記
を
採
用

配
置
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

組
合
員
が
主
役
の
組
合
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▲ソフトバレーボールで交流を図った

▲宮古土木センターでの意見交換のようす

▲宮古支部青年婦人部スポーツ交流会集合写真

プ
の
た
め
の
対
策
を
要
望
す
る
。

○
離
職
防
止
の
観
点
か
ら
も
適

性
や
業
務
経
験
に
見
合
っ
た
業

務
と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

評協議会
  意見交換会

土
木
関
係
職
員
協
議
会

人
員
確
保
の
た
め
、
環
境
改
善
に
よ
る

魅
力
度
ア
ッ
プ
を
！

『
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
』

　
　
　
　
　
第
一
回
目
を
開
催
！

宮古支部

臨
時
書
記
の

　
　
採
用
配
置

本　部◆
佐
々
木
英
子
書
記
（
本
部
）

10
月
１
日
採
用

盛
岡
支
部
で
新
体
制
確
立

働く者の笑顔輝く職場と地域づくりを
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